
 

第２９回 経営協議会議事録 

 

 日 時 平成２３年３月１４日（月）１０時０５分～１１時４５分 

場 所 事務局３階共通会議室 

出席者 山本学長 

    赤木委員、樫畑委員、松原委員、南委員、山口委員 

    堀内、平田、松浦、帯野各理事 

    （中村監事、田中監事、竹内副学長、越本副学長、松浦教育学部長、森口経

済学部長、瀧システム工学部長、大橋学部長、西村企画総務課長、葛西財

務課長） 

欠席者 なし 

 

議 事 

 １．観光学研究科設置に伴う関係規程整備について（案） 

  堀内理事から資料１に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

 ２．平成２３年度和歌山大学年度計画（案）について 

  堀内理事から資料２に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

  なお、以下のような意見、質疑応答があった。 

 ○電子ジャーナルの記載がないがどういう状況か。 

  →充実に努めているが、価格の高騰もあり、全体予算の中で要望により順位付け

している。個人の研究費で賄っている例もある。 

 ○研究プロジェクト推進、科学研究費獲得に向けての具体策はあるか。 

  →学長裁量経費、地域に向けた公募型研究プロジェクトなどを行っている。科学

研究費獲得については、説明会の開催、申請書の書き方指導などに取り組んで

いる。 

 ○知的財産の増収について、投下予算と収入実績のバランスが悪いのではないか。 

  →まだまだ、実績に結びついていないが、平成２２年度は知的財産コーディネー

タを採用し、知的財産に関する知識向上のための職員研修などを行った。 

 ○透明な評価制度を作るとあるが現状はどうか。 

  →教員評価制度の見直しを本年度行い、今後も継続する。業績管理についてもデ

ータベースを作成し、統一管理することとしている。 

 

 ３．国立大学法人和歌山大学臨時職員就業規則等の改正について（案） 

  堀内理事から資料３に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 
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 ４．平成２３年度予算（案）について 

  松浦理事から資料４に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

  なお、以下のような意見、質疑応答があった。 

 ○科学研究費の応募件数と採択件数は。 

  →約１９０件の応募に対して、約４０件の採択。 

 ○科学研究費が少ない。対策が必要である。学科、研究グループなどの小さい単位

での情報共有、意識向上が必要。 

 ○採用人事も大きい。研究向上、研究費獲得のための戦略性も必要。 

 ○学長裁量ポストの活用も考える必要がある。 

 

 ５．銀行等との資金借入契約（案）について 

 ６．「減損の兆候」および「減損の認識」の判定について（案） 

 ７．関西ＴＬＯ株式会社に対する出資について（案） 

  松浦理事から資料５～７に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

報 告： 

 １．平成２３年度概算要求予算内示について 

  松浦理事から資料８に基づき説明があった。 

 

 ２．平成２３年度経営協議会の日程について 

  山本学長から資料９に基づき説明があった。 

 

                             以   上 

和 歌 山 大 学 


